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サウジ産原油8%高  5月積み、10年ぶり水準

日経新聞
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再生燃料使い ヘリ試験飛行 中日本航空、国内初

日経新聞

ヘリコプターを運航する中日本航空（愛知県豊山町）は1日、国内で初めて、廃食油や微細な藻類から

作った再生航空燃料（SAF）を使うヘリの飛行試験をした。航空機も「脱炭素」が求められており、ジェッ

ト燃料での飛行より二酸化炭素（CO2）排出量の削減を見込み、2030年ごろの本格導入を目指す。

SAFは植物や廃食油、工場の排ガスなどから作った燃料で、一般的にCO2排出を最大8割ほど減らせるという。

中日本航空の飛行試験ではバイオベンチャー、ユーグレナのSAF「サステオ」を既存の燃料に約1割混ぜ、

名古屋市上空を中心に30分間飛行した。
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主食用米の作付け、37道府県で減少 農水省が農家調査

日経新聞

農林水産省が2日発表した2022年産米の作付け意向調査（4月末時点）によると、主食用米では21年産米の

実績より、37道府県が「減少傾向」となった。⾧期のコメ需要の減少を踏まえ、農水省はコメ生産者に対

し、主食用米から大豆や麦などへの作付けの転換を推進している。今回の調査時点で22年産米で転換が必

要とみる面積の約9割に達するという。

22年産米の作付け意向調査は1月末時点に続き2回目。主食用米の作付面積は37道府県が「減少傾向」で、1

月末時点の22道府県から大幅に増加した。10都県が「前年並み傾向」で、増加傾向はゼロだった。主産地

別でみると、生産量2位の北海道や宮城は5%超の減少見通し。岩手や山形は3~5%の減少見通し、生産量1位

の新潟や秋田は1~3%の減少見通し、青森や兵庫は前年並みだった。

全国の主食用米の作付け転換面積を試算すると、21年産に比べて約3.5万ヘクタール減る見込みだ。作付け

転換が必要な3.9万ヘクタールに対して約9割進捗したという。同省の担当者は「順調に進んでいるが、目

標の実現には作付け転換の推進が必要」と話す。
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